
整理番号 1
完 了 後 の 評 価 個 表

事業名 森林環境保全整備事業（国有林） 事業実施期間 平成18年度～平成22年度(5年間)

いぶ りとうぶ 北海道森林管理局
事業実施地区名 胆振東部森林計画区 事業実施主体
（都道府県名） （北海道） 胆振東部森林管理署

い ぶりとう ぶ

完了後経過年数 5年 管 理 主 体 胆振東部森林管理署
い ぶりとう ぶ

事業の概要・目的 本事業は、北海道の南西部、沙流川広域流域の西側にあたる胆振総合振興
さ る がわ い ぶり

局管内の苫小牧市を含む１市２町に所在する国有林約62千haの国有林を対象
とま こ まい

としている。

本森林計画区は、樽前山山麓地域及び鵡川地域に大別され、特に樽前山山
たるまえさん む かわ

麓地域の上流域となる国有林は、約173千の人口を有する苫小牧市等下流域の

水源となっており、その多くは水源かん養保安林に指定され、森林の適切な

管理経営が強く求められる地域である。また、平成16年９月の台風18号によ

る風倒災害の復旧など、「支笏湖周辺風倒木被害復旧対策検討委員会」を設

立し、復旧に対する基本的な考え方に基づき計画的な事業を実施してきた地

域でもある。

更に、樽前山周辺やポロト湖周辺は優れた自然景観を有し、支笏洞爺国立
し こつとう や

公園、レクリエーションの森等に指定されているなど保健休養の場として国

民に広く利用され、森林の有する多面的機能の発揮とその保続が求められる

地域である。

本事業では、これらの地域の期待や要請に応えるとともに、水源涵養機能
かんよう

の発揮や地球温暖化防止等森林の有する多面的機能の発揮のために必要な、

植栽等の更新作業、間伐等の保育作業及び効率的な森林整備を推進するため

の路網整備を実施した。

・主な事業内容: 森林整備 更新 1,547 ha

保育 8,951 ha

路網整備 開設 延長 3.7 Km

改良 延長 0.1 Km

・総事業費 1,954,004 千円

① 費用対効果分析 平成28年度時点における費用対効果分析の結果は以下のとおりである。

の算定基礎となっ 総 便 益（Ｂ） 71,353,602 千円（事業採択時: 13,337,007 千円）

た要因の変化 総 費 用（Ｃ） 8,436,755 千円（事業採択時: 1,805,871 千円）

分析結果（Ｂ／Ｃ） 8.46 （事業採択時: 7.39 ）

② 事業効果の発現 ・更新・保育によって10,498haの森林が整備されたことにより、水源の涵養

状況 や国土の保全、炭素の固定による地球温暖化防止等、森林の有する公益的機

能の維持増進が図られた。

・開設及び改良によって3.8Kmの林道が整備されたことにより、木材の搬出距

離・経費の縮減及び木材搬出用トラックの通行量の増加に対応したことで効

率的な木材生産が図られた。

・施業地まで自動車で対応できるようになり、効率的な森林管理の実施及び

造林作業員の歩行時間の短縮や資材運搬等の経費の縮減が図られた。

・雇用の場を提供して、地域の社会経済に貢献した。



③ 事業により整備 ・整備された森林の林況は、良好である。

された施設の管理 ・路網整備された路線は、良好に維持・管理されている。

状況

④ 事業実施による ・森林整備事業の実施により、山地災害防止や水源涵養など機能類型の区分

環境の変化 に応じた森林が形成され、水源の涵養、山地災害の防止、炭素固定などの公

益的機能が発揮されている。

・路網整備事業の実施により、作業コストの縮減等が図られるようになり木

材生産機能が形成されている。

・周囲の森林と調和した適切な森林施業は自然景観を保持し、森林資源の充

実を図っている。

⑤ 社会経済情勢の 胆振東部地域の経済情勢は、大きく変動している部分は見られないが、冬

変化 温暖、夏冷涼な気候を生かして水稲や野菜等の畑作物、酪農・畜産やメロン

が栽培されているなど多様な農業が展開されている。このほか、軽種馬の生

産、沿岸漁業、道内有数の工業都市並びに港湾都市となる苫小牧市を中心に

産業の活性化が見られ地域経済の基盤となっている。

林業では、高性能林業機械を含む機械作業システムの導入が促進されてお

り、森林施業に資する林道、林業専業道及森林作業道の有機的な連結により

効果的な森林施業が展開されており、間伐等の推進が期待されている。

⑥ 今後の課題等 森林の持つ公益的機能を高度に発揮させるため、事業計画に基づいて着実

に事業を実施することが必要である。

なお、今般の事業実施に関する事業対象区域の地元意見は以下のとおりと

なっている。

（北海道）

森林整備事業及び路網整備事業の実施により、森林の有する公益的機能の

維持増進が図られたと認識している。今後も国有林と民有林で一層連携して

森林整備を推進していただきたい。

（白老町）
しらおい

本町における国有林については、白老町の行政面積の50％以上を占めてお

り、国土の保全、水源の涵養など森林の持つ多面的機能の重要な担い手とし

て、その役割は地域住民から大きく期待されているところである。

近年、全国各地で集中豪雨による山地災害が多発していますが、本町でも

平成26年9月の大雨により民有林を含め林地内の町道の崩壊、河川への土砂の

流出と氾濫などの被害が発生した。

本町の上流域を占める国有林につきまして、森林の持つ多面的機能の維持

増進のためにも、適切な森林管理の推進を要望する。

（苫小牧市）
とま こ まい

樽前山麓の国有林は、苫小牧市水道事業の取水河川の源となっている。

しかし、過去における広範囲の風倒木被害や、近年のゲリラ豪雨等の影響

により、河川周囲の崩壊箇所に起因した濁度上昇が頻繁に発生している。

また、その回復に長い時間を要することから水処理に大きな支障をきたし

ている。

このため、市民生活を支える重要なライフラインである水道水の安定供給

という観点からも水源涵養機能や水質の安定が図られるよう、森林の整備を



要望する。

（むかわ町）

本町の森林面積は行政区域の約79％を占めており、そのうち国有林が約36

％を占めますが、水土保全など森林の公益的機能への役割が益々重要となる

。

近年は、全国各地で集中豪雨により山地災害が多発しておりますが、本町

においても8月に立て続けに上陸した台風により山地崩壊等による林道への土

砂流入や河川への土砂流出及び氾濫など被害が発生したところである。

特に、今回の台風では十勝及びオホーツク方面を中心に山地災害等の甚大

な被害を受けたことなどから、山地災害防止など森林の公益的機能の維持確

保など適切な森林管理と治山事業の推進が重要となりますので、本町の上流

を占める国有林の適切な森林整備を要望する。

森林管理局事業評価 本事業の実施により、水源涵養や山地保全等の森林の持つ公益的機能の維

技術検討会の意見 持増進が図られてきており、事業の効果が発揮されていると認められる。

評価結果 ・必要性 本地域は、大半が水源かん養保安林に指定されており、また、

沿岸部の漁業等に対する水質の保全に配慮した施業実施が求めら

れている地域であり、更に、地球温暖化防止対策や国土保全の観

点からも事業の必要性が認められる。

・効率性 費用対効果分析の結果から、事業の効率性が認められる。

・有効性 本地域は、苫小牧市を中心とした比較的平坦な山地からなる上

流域に位置しており、下流域の水源として、基幹産業である農業

や沿岸資源に依存した水産業、工業などの振興に資するための重

要な役割を担っている。

このため、上流域の森林施業の在り方により受ける影響は大き

く、計画的な森林整備により、森林の有する機能の発揮が十分図

られたことから、事業の有効性が認められる。



整理番号 ２
完 了 後 の 評 価 個 表

事業名 森林環境保全整備事業（国有林） 事業実施期間 平成18年度～平成22年度(5年間)

そう や 北海道森林管理局
事業実施地区名 宗谷森林計画区 事業実施主体
（都道府県名） （北海道） 宗谷森林管理署

そう や

完了後経過年数 5年 管 理 主 体 宗谷森林管理署
そう や

事業の概要・目的 本事業は、北海道の最北に位置する天塩川広域流域のうち、宗谷総合振興
て しおがわ そう や

局管内の稚内市を含む１市７町１村（現在は８町）に所在する国有林約161千

haの国有林を対象としている。

本森林計画区は、利尻・礼文両島の地域と本島地域に大別され、利尻・礼
り しり れ ぶん

文地域には、利尻礼文サロベツ国立公園があり、多様な森林群落等から保護

林にも指定されている。また、絶滅のおそれが高い野生生物の生息・生育地

やラムサール条約湿地が所在するなど野生生物の保護に対する要望が高い地

域として適切な森林の管理経営が求められている。また、本島地域の猿払川
さるふつ

や頓別川など多くの河川が下流域市町村の水源となっており、上流に位置す
とんべつ

る国有林の殆どが水源かん養保安林に指定されている。このことからも道内

有数の耕地面積を誇る大規模草地型酪農や多くの主要魚種を対象とした漁業

など地域の基幹産業にも寄与しており、水源涵養機能の発揮と森林の持続的
かんよう

な管理経営が求められる地域である。

本事業では、これらの地域の期待や要請に応えるとともに、水源涵養機能

の発揮や地球温暖化防止等森林の有する多面的機能の発揮のために必要な、

植栽等の更新作業、間伐等の保育作業及び効率的な森林整備を推進するため

の路網整備を実施した。

・主な事業内容: 森林整備 更新 142 ha

保育 11,807 ha

路網整備 開設 延長 15.5 Km

・総事業費 1,256,631 千円

① 費用対効果分析 平成28年度時点における費用対効果分析の結果は以下のとおりである。

の算定基礎となっ 総 便 益（Ｂ） 75,437,289 千円（事業採択時: 8,439,405 千円）

た要因の変化 総 費 用（Ｃ） 5,077,366 千円（事業採択時: 1,065,673 千円）

分析結果（Ｂ／Ｃ） 14.86 （事業採択時: 7.92 ）

② 事業効果の発現 ・更新・保育によって11,949haの森林が整備されたことにより、水源の涵養

状況 や国土の保全、炭素の固定による地球温暖化防止等、森林の有する公益的機

能の維持増進が図られた。

・開設によって15.5Kmの林道が整備されたことにより、木材の搬出距離・経

費の縮減及び木材搬出用トラックの通行量の増加に対応したことで効率的な

木材生産が図られた。

・施業地まで自動車で対応できるようになり、効率的な森林管理の実施及び

造林作業員の歩行時間の短縮や資材運搬等の経費の縮減が図られた。

・雇用の場を提供して、地域の社会経済に貢献した。



③ 事業により整備 ・整備された森林の林況は、良好である。

された施設の管理 ・路網整備された路線は、良好に維持・管理されている。

状況

④ 事業実施による ・森林整備事業の実施により、山地災害防止や水源涵養など機能類型の区分

環境の変化 に応じた森林が形成され、水源の涵養、山地災害の防止、炭素固定などの公

益的機能が発揮されている。

・路網整備事業の実施により、作業コストの縮減等が図られるようになり木

材生産機能が形成されている。

・周囲の森林と調和した適切な森林施業は自然景観の保持に役立ち、保健文

化機能を充実させている。

⑤ 社会経済情勢の 宗谷地域の経済情勢は、大きく変動している部分は見られないが、産業で

変化 は広大な耕地面積を背景に大規模な草地型酪農が展開されるなど道内有数の

酪農地帯となっている。また、沿岸地域では道内の主要魚種の漁獲量も多く

を占め、離島への観光資源など特徴を生かした産業により地域の経済を担っ

ている。

林業では、高性能林業機械を含む機械作業システムの導入が促進されてお

り、森林施業に資する林道、林業専業道及森林作業道の有機的な連結により

効果的な森林施業が展開されており、間伐等の推進が期待されている。

⑥ 今後の課題等 森林の持つ公益的機能を高度に発揮させるため、事業計画に基づいて着実

に事業を実施することが必要である。

なお、今般の事業実施に関する事業対象区域の地元意見は以下のとおりと

なっている。

（北海道）

森林整備事業及び路網整備事業の実施により、森林の有する公益的機能の

維持増進が図られたと認識している。今後も国有林と民有林で一層連携して

森林整備を推進していただきたい。

（ 稚 内市）
わつかない

森林整備事業の実施により、水源涵養機能等の森林の有する多面的機能の

発揮を期待する。

また、今後も森林の有する多面的機能が持続的に発揮するよう森林整備事

業の継続を強く要望するものである。

（浜頓別町）
はまとんべつ

森林整備事業の実施により、水源涵養機能など森林の持つ多面的機能の発

揮を期待している。今後も、森林のもつ多面的機能が持続的に発揮できるよ

う事業の継続を要望する。

（中頓別町）
なかとんべつ

町内の国有林が占める割合が高い本町において、地球温暖化防止を目的と

した森林整備が適切に実施され、森林の持つ多面的機能が発揮されたと評価

する。

今後は、保健・文化・教育的な利用の提供を視野に入れ、森林空間を活か

した総合的な整備も期待する。



（枝幸町）
え さし

森林整備事業の実施により、水源涵養機能など森林の持つ多面的機能の発

揮を期待しています。今後も森林の持つ多面的機能が持続的に発揮できるよ

う事業の継続を希望します。

（豊富町）
とよとみ

森林整備事業により、森林の有する多面的機能の維持・促進が図られたも

のと評価する。また、本事業の着実な推進は、木材価格の低迷や後継者不足

等の問題に対して効果が見込まれるため、今後の同事業の継続を期待する。

（利尻町）
り しり

町内の森林のうち国有林の占める割合が高い本町において、森林整備が着

実に実施されたことにより、森林の有する多面的機能の維持・促進が図られ

たものと十分に評価する。

本町の基幹産業である漁業の振興に資する公益的機能の持続的発揮に今後

も期待するとともに、近年発生している大規模な気象災害にも対応できる

「気象災害に強い森林づくり」を展開して頂きたいことからも、今後の同事

業の継続を強く望むところであります。

（礼文町）
れ ぶん

町内の森林のうち国有林の占める割合が高い本町において、森林整備が着

実に実施されたと評価できるものである。

今後も同事業の継続と国有林の整備を要望する。

（利尻富士町）
り しり ふ じ

町内の森林のうち国有林が占める割合が高い本町において、森林整備が着

実に実施されたことは十分に評価できるものである。

今後も、同事業の継続と国有林の整備を要望する。

（猿払村）
さるふつ

村内の森林のうち国有林が占める割合が高い本村において、森林整備が着

実に実施された事は十分に評価できる。今後も同事業の継続と国有林の整備

をお願いしたい。

森林整備事業の実施により、水源涵養機能など森林の持つ多面的機能の発

揮を期待する。今後も、森林の持つ多面的機能が持続的に発揮できるよう事

業の継続をお願いしたい。

森林管理局事業評価 本事業の実施により、水源涵養や山地保全等の森林の持つ公益的機能の維

技術検討会の意見 持増進が図られてきており、事業の効果が発揮されていると認められる。

評価結果 ・必要性 本地域は、大半が水源かん養保安林に指定されており、また、

沿岸部の漁業等に対する水質の保全に配慮した施業実施が求めら

れている地域であり、更に、地球温暖化防止対策や国土保全の観

点からも事業の必要性が認められる。

・効率性 費用対効果分析の結果から、事業の効率性が認められる。

・有効性 本地域は、稚内市をはじめ、水産漁業、酪農、利尻・礼文島を

中心とした観光業など、地域の基幹産業を担う重要な役割を担っ

ている。

このため、上流域の森林施業の在り方により受ける影響は大き



く、計画的な森林整備により、森林の有する機能の発揮が十分図

られたことから、事業の有効性が認められる。



整理番号 ３
完 了 後 の 評 価 個 表

事業名 森林環境保全整備事業（国有林） 事業実施期間 平成18年度～平成22年度(5年間)

あばしりとうぶ 北海道森林管理局
事業実施地区名 網走東部森林計画区 事業実施主体
（都道府県名） （北海道） 網走 中 部森林管理署

あばしりちゆう ぶ

完了後経過年数 5年 管 理 主 体 網走 中 部森林管理署
あばしりちゆう ぶ

事業の概要・目的 本事業は、北海道の北東部に位置し、オホーツク総合振興局管内の東部、

北見市を含む１市２町に所在する国有林約106千haを対象としている。

本事業地は、低山性の山地で構成されている佐呂間別川地域とトドマツや
さ ろ ま べつがわ

カラマツの人工林、天然生の針広混交林から森林を構成する常呂川上流地域
とこ ろ がわ

に大別され、大半が水源かん養保安林に指定されている。また、同地域で生

産される木材は、全道の製材出荷量としても高い水準を担っており、森林資

源の豊富な地域としても知られている。また、河川やダムの上流部に位置す

る森林は、その殆どが国有林であり、全道一のたまねぎ生産を初め、畑作と

酪農を主体とする地域の基幹産業にも大きく寄与しているところであり、そ

の他にも地域の水源とし、土砂や濁水の流出を防止するなど、森林の有する

水源涵養機能及び山地災害防止機能の持続的発揮に向けた森林整備が強く求
かんよう

められる地域である。

本事業では、これらの地域の期待や要請に応えるとともに、水源涵養機能

の発揮や地球温暖化防止等森林の有する多面的機能の発揮のために必要な、

植栽等の更新作業、間伐等の保育作業及び効率的な森林整備を推進するため

の路網整備を実施した。

・主な事業内容: 森林整備 更新 82 ha

保育 3,953 ha

路網整備 開設 延長 1.0 Km

改良 延長 1.2 Km

・総事業費 2,014,653 千円

① 費用対効果分析 平成28年度時点における費用対効果分析の結果は以下のとおりである。

の算定基礎となっ 総 便 益（Ｂ） 24,801,991 千円（事業採択時: 9,495,397 千円）

た要因の変化 総 費 用（Ｃ） 6,138,023 千円（事業採択時: 1,186,238 千円）

分析結果（Ｂ／Ｃ） 4.04 （事業採択時: 8.00 ）

② 事業効果の発現 ・更新・保育によって4,035haの森林が整備されたことにより、水源の涵養や

状況 国土の保全、炭素の固定による地球温暖化防止等、森林の有する公益的機能

の維持増進が図られた。

・開設及び改良によって2.2Kmの林道が整備されたことにより、木材の搬出距

離・経費の縮減及び木材搬出用トラックの通行量の増加に対応したことで効

率的な木材生産が図られた。

・施業地まで自動車で対応できるようになり、効率的な森林管理の実施及び



造林作業員の歩行時間の短縮や資材運搬等の経費の縮減が図られた。

・雇用の場を提供して、地域の社会経済に貢献した。

③ 事業により整備 ・整備された森林の林況は、良好である。

された施設の管理 ・路網整備された路線は、良好に維持・管理されている。

状況

④ 事業実施による ・森林整備事業の実施により、山地災害防止や水源涵養など機能類型の区分

環境の変化 に応じた森林が形成され、水源の涵養、山地災害の防止、炭素固定などの公

益的機能が発揮されている。

・路網整備事業の実施により、作業コストの縮減等が図られるようになり木

材生産機能が形成されている。

・周囲の森林と調和した適切な森林施業は自然景観の保持に役立ち、保健文

化機能を充実させている。

⑤ 社会経済情勢の 網走東部（網走中部署）地域の経済情勢は、大きく変動している部分は見

変化 られないが、産業では畑作と酪農を主体とする生産性の高い農業が展開され

ている。また、オホーツク海沿岸やサロマ湖を漁場としている漁業や観光資

源など、地域の特徴を活かした経済を担っている。

林業では、高性能林業機械を含む機械作業システムの導入が促進されてお

り、森林施業に資する林道、林業専業道及森林作業道の有機的な連結により

効果的な森林施業が展開されており、間伐等の推進が期待されている。

⑥ 今後の課題等 森林の持つ公益的機能を高度に発揮させるため、事業計画に基づいて着実

に事業を実施することが必要である。

なお、今般の事業実施に関する事業対象区域の地元意見は以下のとおりと

なっている。

（北海道）

森林整備事業及び路網整備事業の実施により、森林の有する公益的機能の

維持増進が図られたと認識している。今後も国有林と民有林で一層連携して

森林整備を推進していただきたい。

（北見市）
きた み

市内の森林のうち国有林が占める割合が高い本市において、森林整備が着

実に実施されたことは、森林の持つ多面的機能の向上につながるものと評価

できる。

今後も、森林の持つ多面的機能が持続できるよう事業を継続し、本市の豊

かな自然環境の形成に寄与されることを要望する。

（佐呂間町）
さ ろ ま

国有林は、町民への水源の供給の源となっており、引き続き機能が継続と

なるよう適切な森林整備をこれまでにも増して、一層の整備推進を要望す

る。その他、森林浴、森林散策等の憩いの森の役割ともなっており、機能ご



とに照らし合わせた森林整備にも取り組んで頂くようあわせて要望します。

（置戸町）
おけ と

町内の森林のうち国有林の占める割合が高い本町において、森林整備が着

実に実施され、森林の有する多面的機能の維持・促進が図られたことは十 分

に評価できるものである。

今後においても、森林の持つ多面的機能が持続的に発揮できるよう、より

一層の事業実施を要望する。

森林管理局事業評価 本事業の実施により、水源涵養や山地保全等の森林の持つ公益的機能の維

技術検討会の意見 持増進が図られてきており、事業の効果が発揮されていると認められる。

評価結果 ・必要性 本地域は、大半が水源かん養保安林に指定されており、また、

沿岸部の漁業等に対する水質の保全に配慮した施業実施が求めら

れている地域であり、更に、地球温暖化防止対策や国土保全の観

点からも事業の必要性が認められる。

・効率性 費用対効果分析の結果から、事業の効率性が認められる。

・有効性 本地域は、北見市をはじめ、産業の中心となる畑作酪農である

農業、水産漁業など、地域の基幹産業を担う重要な役割を担って

いる。

このため、上流域の森林施業の在り方により受ける影響は大き

く、計画的な森林整備により、森林の有する機能の発揮が十分図

られたことから、事業の有効性が認められる。



整理番号 ４
完 了 後 の 評 価 個 表

事業名 森林環境保全整備事業（国有林） 事業実施期間 平成18年度～平成22年度(5年間)

あばしりとうぶ 北海道森林管理局
事業実施地区名 網走東部森林計画区 事業実施主体
（都道府県名） （北海道） 網 走 南部森林管理署

あ ばしりなん ぶ

完了後経過年数 5年 管 理 主 体 網 走 南部森林管理署
あ ばしりなん ぶ

事業の概要・目的 本事業は、北海道の北東部に位置し、オホーツク総合振興局管内の東部、

網走市を含む１市６町に所在する国有林約134千haを対象としている。

本事業地は、森林の約６割が天然生の針広混交林で構成され、全体面積の

約９割が保安林に指定されている。保安林の多くは下流域の市町村の資源と

して水源かん養保安林に指定されており、沿岸部での漁場環境の保全等の重

要な役割を担っている。

また、温泉、渓谷、湖沼、豊かな森林景観など豊富な観光資源にも恵ま

れ、知床国立公園など多くの自然公園にも指定されており、特に国有林の保

護林制度で設定されている知床森林生態系保護地域については、その全域が

世界自然遺産に登録されているなど、原生的な天然林の保全、生物多様性の

保全及び森林とのふれあいなどが期待されており、その近隣となる事業地お

いても適切な森林の管理経営が求められる地域である。

本事業では、これらの地域の期待や要請に応えるとともに、水源涵養機能
かんよう

の発揮や地球温暖化防止等森林の有する多面的機能の発揮のために必要な、

植栽等の更新作業、間伐等の保育作業及び効率的な森林整備を推進するため

の路網整備を実施した。

・主な事業内容: 森林整備 更新 116 ha
保育 4,871 ha

路網整備 開設 延長 3.2 Km

・総事業費 1,592,160 千円

① 費用対効果分析 平成28年度時点における費用対効果分析の結果は以下のとおりである。

の算定基礎となっ 総 便 益（Ｂ） 31,898,906 千円（事業採択時: 10,040,594 千円）

た要因の変化 総 費 用（Ｃ） 6,434,447 千円（事業採択時: 1,180,528 千円）

分析結果（Ｂ／Ｃ） 4.96 （事業採択時: 8.51 ）

② 事業効果の発現 ・更新・保育によって4,987haの森林が整備されたことにより、水源の涵養や

状況 国土の保全、炭素の固定による地球温暖化防止等、森林の有する公益的機能

の維持増進が図られた。

・開設によって3.2Kmの林道が整備されたことにより、木材の搬出距離・経費

の縮減及び木材搬出用トラックの通行量の増加に対応したことで効率的な木

材生産が図られた。

・施業地まで自動車で対応できるようになり、効率的な森林管理の実施及び

造林作業員の歩行時間の短縮や資材運搬等の経費の縮減が図られた。

・雇用の場を提供して、地域の社会経済に貢献した。

③ 事業により整備 ・整備された森林の林況は、良好である。

された施設の管理 ・路網整備された路線は、良好に維持・管理されている。

状況

④ 事業実施による ・森林整備事業の実施により、山地災害防止や水源涵養など機能類型の区分

環境の変化 に応じた森林が形成され、水源の涵養、山地災害の防止、炭素固定などの公



益的機能が発揮されている。

・路網整備事業の実施により、作業コストの縮減等が図られるようになり木

材生産機能が形成されている。

・周囲の森林と調和した適切な森林施業は自然景観の保持に役立ち、保健文

化機能を充実させている。

⑤ 社会経済情勢の 網走東部（網走南部署）地域では、平成１７年７月に「知床」が新たに世

変化 界自然遺産として登録され、地域経済にとって観光業が更に重要な位置付け

となった。また、この地域は畑作と酪農を主体とする生産性の高い農業が展

開されるとともに、オホーツク海沿岸やサロマ湖を漁場としている漁業も地

域経済の基盤となっている。これらの近隣で実施される森林の管理において

は、より周辺環境に配慮することが必要となっている。

また、林業においては、高性能林業機械を含む機械作業システムの導入が

進んだ地域でもあることから、林道、林業専業道及森林作業道の有機的な連

結により、更なる間伐等の推進も期待されている。

⑥ 今後の課題等 森林の持つ公益的機能を高度に発揮させるため、事業計画に基づいて着実

に事業を実施することが必要である。

なお、今般の事業実施に関する事業対象区域の地元意見は以下のとおりと

なっている。

（北海道）

森林整備事業及び路網整備事業の実施により、森林の有する公益的機能の

維持増進が図られたと認識している。今後も国有林と民有林で一層連携して

森林整備を推進していただきたい。

（網走市）
あばしり

森林整備事業の実施により、水源涵養機能など森林の有する多面的機能の

発揮を期待している。今後も、森林の有する多面的機能が持続的に発揮でき

るよう事業の継続を要望する。

（斜里町）
しや り

地球温暖化防止を目的とした森林整備が適切に実施され、森林の持つ多面

的機能が発揮されたと評価できる。

今後も適切な森林整備の実施と、民有林事業者等の見本となるような管理

をお願いしたい。

（小清水町）
こ し みず

町内の森林のうち国有林の占める割合が高い本町において、森林整備が着

実に実施されたことは十分に評価できるものであり、今後も同事業の継続と

国有林の整備を要望する。

（清里町）
きよさと

森林整備事業により、森林の有する多面的機能の維持・促進が図られたも

のと評価する。

また、本事業の着実な推進は、木材価格の低迷や後継者不足等の問題に対

して効果が見込まれるため、今後の同事業の継続を依頼する。

（津別町）
つ べつ

国有林の地域別森林計画に即した事業内容であり、地域の特性を踏まえた

計画的な森林整備により、森林の機能が発揮されたと判断する。



森林管理局事業評価 本事業の実施により、水源涵養や山地保全等の森林の持つ公益的機能の維

技術検討会の意見 持増進が図られてきており、事業の効果が発揮されていると認められる。

評価結果 ・必要性 本地域は、大半が水源かん養保安林に指定されており、また、

沿岸部の漁業等に対する水質の保全に配慮した施業実施が求めら

れている地域であり、更に、地球温暖化防止対策や国土保全の観

点からも事業の必要性が認められる。

・効率性 費用対効果分析の結果から、事業の効率性が認められる。

・有効性 本地域は、網走市をはじめ、産業の中心となる水産漁業、畑作

酪農である農業、知床世界自然遺産を中心とした観光業など、地

域の基幹産業を担う重要な役割を担っている。

このため、上流域の森林施業の在り方により受ける影響は大き

く、計画的な森林整備により、森林の有する機能の発揮が十分図

られたことから、事業の有効性が認められる。
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